
生島足島神社の北側にある長福寺には、昭和17（1942）年に奈良の法
ほうりゅうじ

隆寺夢
ゆめ

殿
どの

の２分の１の

大きさで建立された信州夢殿があります。信州夢殿には奈良時代の７世紀後半につくられ

た銅造菩薩立像が安置されています。菩薩立像の高さは36.7㎝と小柄で、当時の像の特

徴である「アルカイックスマイル（古代の微笑）」と呼ばれる表情が見られます。この像は小

布施町の旧家に伝わるものでしたが、昭和13（1938）年に長福寺へ移されました。これま

でに３回盗難にあっているものの、毎回見つかって戻されていることから「お戻り観音」と

も呼ばれています。

■文化財所在地　下之郷541
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４月号の投稿方法
● 種類ごと別々のはがきで裏面に住所、氏名（フリガナ）、短歌・

俳句・川柳の別を記入のうえ、下記へ（未発表作に限る）。
● 添削を希望する場合は、往復はがきにご自分のあて先を記載のうえ、

投稿してください（短歌は２首まで。掲載作への返信は除きます）。
● はがきに記載された個人情報につきましては、作品の表彰および

添削以外には使用せず、選者以外の第三者に提供することは
ございません。

●掲載作は、選者が添削して掲載する場合があります。
◆宛　先　〒386-8601  （住所不要） 交流文化スポーツ課宛

　交流文化スポーツ課　☎75・2005

２月16日㈭必着
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子育て情報子育て情報
乳幼児健診の日時は、健診日の１～
２か月前に郵送でお知らせします。
※ 上田地域の10か月児対象の個別健診は、

通知はありません。各医療機関へお問い
合わせください。

子どもはバランス力、
大人は腹筋が鍛えられます！

保健ごよみ

　健康推進課　☎28・7123

楽しく運動あそびをすることで、心と身体が元気に育ちます。寒い冬、親子で運動あそびをしてみましょう！

■おうちで楽しめる親子運動あそび

ぐるぐる
ぐるぐる

かきかき
するよ

初級編

応用編

大人が仰向けに寝て
膝を曲げます。

お子さんの手を持ち、
足の裏にお子さんを乗せます。

ゆっくりと膝を
伸ばしていきます。

伸ばした脚を前後左右
にゆっくりと動かして
みましょう。

お子さんの様子を見ながら
手を放して、落ちないように
バランスをとってみましょう。

飛行機
飛びま～す

ぶ～ん

1.

2.

3.

4.
5.

ことばの発達 を促す遊びことばの発達 を促す遊び 　発達相談センター　☎24・7801

赤ちゃんは、自分の気持ちや見たものを指さしや声で伝えようとします。赤ちゃんの気持ちを受け止めて分かり
やすく、真似しやすい「ことば」で表現してあげましょう。そうしてあげることで赤ちゃんは自分の要求が伝
わったと理解します。「ことば」の発達にはこういった経験が大切です。日々のやり取りや遊びの中で赤ちゃん
の中に「分かることば」として蓄えられ、個人差はありますが、半年ほどかけて「ことば」としてあふれだします。

「パックン」「モグモグ」「ポイ」などのリズミカルで
心地よい音の繰り返しや動作は「まねしてみよう」と
いう気持ちにつながります。

ことばが育つ過程では動物をすべてワンワンと言うこと
もあるかもしれません。子どもなりの捉え方を受け入れ、
肯定しながら正しい名称を教えてあげましょう。

❷ 赤ちゃんの声を「ことば」にしよう❷   赤ちゃんの声を「ことば」にしよう❶  擬音語、擬態語をたくさん使おう❶ 擬音語、擬態語をたくさん使おう

飛行機ぶ～ん！

かきかき
するよ わんわ

ぐ…
ぐ…

そうだね～
おうまさん
いたね～
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